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  校内のあらゆる場所での事件・事故災害を想定して、その事案に対応した複数の避難経路を準備しておく。
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  ＊校内に複数の避難場所を設定しておく。
  ＊避難場所は、災害や不審者侵入の状況によって判断し、本部が指示をする。
　　指示がない場合は教室にいる教職員が判断する。危険等から離れることを原則にする。
　　児童にも危険から離れることを指導しておく。
  ＊避難したときには、教職員の役割分担に従って、児童の安全確認を行う。
　＊不審者侵入の際は、教室待機の場合もある。


	
 校外の避難場所




　災害に応じて、校外の避難場所を設定する。
　避難場所に設定した場所とは事前に連携しておく。（市の防災担当部局と十分な協議が必要）

	
 ○○川の氾濫

	
国道○号線を通って□□高等学校の体育館へ避難する。





	
原子力災害発生時の対応




　原子力災害発生時は、児童を速やかに下校させる。（保護者に確実に引き渡す。）
　保護者への引渡しができなかった場合は、○○が○○高校の体育館（本校立地自治会の避難先）への避難を誘導し、保護者へ児童の所在を伝える。（引渡しができなかった場合は、地域の避難場所へ避難することを保護者と共通理解しておくが、念のため連絡をする。）
避難後は地域の担当者の指示に従う。



